On Psychological Development of Mentally Handicapped Infants by 谷, 嘉代子 et al.
大阪市立大学生活科学昔1紀要 ・第23巻 (1975) - 163ー
発達障害児の乳幼児期の心的発達を考える
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はじめに
障害児の教育については，穐々の立場から関心がむけ
られ，実践的報告も多くなってきている。陣容児の教育
を論じる時に.その発達の特性を日月かにすることの電要
性はいうまでもない。とくに精神発達の特徴を知ること
によって，子ども自身にとっての有効な教育的働きかけ.
発達t互助的核近が可能になると考えられる。最近.障害
児研究に関する報告で.発達に関する研究も多〈なって
きたが，発途的視点からのきめ細い経過を検討した報告
は，まどその数が少い。
本論文では，障害児の中でも，その身体的.精神的タ
イプの比較的知1似度が高いとされているダウン症児につ
いて.その精神発達の特徴をとらえようとした.発達の
初期の約2年間の発達過程を，子どもとその家族の協力
によって観察し，検討することができたものである。し
たがって，発達テストによる指数の枠から発達をみるの
でなく，行動観祭，生活記録等からの，発達の内容検討
を主としたものである。
方 法
I被検者
月l皮の頻度で，子どもの観察を行ったのは 5名で，
いづれも生後8ヶ月から34ヶ月のダウン症児で.そのう
ち1名(彼検おMN)が約l年半にわたって.行動観察.
生活記録 (母親による)の資料が徒供された。彼検者の
年令は褒ー1にある。表中※印がケース研究の対象となっ
n ._。
対象に関しては，その発達促進のためのぷみがなされ
た0 1 • 2) 玩具の借出し，重3岳のテープ録音‘プレールーム
での自由遊びでの遊具の配慮，母にたいする話しあいと
アドバイスなどである。本論文では，それらについては
割愛し.子どもの示す発達のプロフィルに注目すること
とした。
I 行動観察
ft-l 対 象 児
氏名 性別 検盆開始月令
Y K 男児 34 M 
S 男児 24 M 
S M 男児 23 M 
N 女児 12 M 
M N※ 女児 8 M 
対象児の行動観察1:;1.，研究室.プレイノレームで，約1
時r，o-1時間半単独で，文は同時に並行的に 2-3名実
地された。観察には.印象記録のほか.ビデオ録画によ
ったが，場面の設定は.発達テスト場面.自由遊び場耐
のl局場面をと った。結果の整理では.発達テスト政円に
よる検討と，自由遊びでの遊具の取扱いに注目した分析
(MNのケースのみ)を追跡的におこなった。
I 生活 I[! 録
生活記録は.子どもの家庭における生活記録を母税が
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おこない(MNのケースのみ).資料を検討し，さらに母
親との月 1度の面接て九 日常生活場面での子どもの発達
を確認する方法をとった。記録用紙は表一2である。
結 果
I 発達テストによる発達タイ プ
行動観祭場面でおこなった発達テスト (MCC競検査)昨
の結果は，発達指数で表現するのでなく .発達テスト項
目から，子どもの発達傾向の特徴を日月かにすることに用
いた。ここでテストに参加した子どもの年令にはおよがり
があるが，テストの項目としてはCA8ヶ月から20ヶ月
の聞のものを検討することとした。その方法はそれぞれ
の子どものテスト結集から，不合格項目のはじめて出現
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した問題項目の逆行(より月令の低い方向)3項目から検
討の対象とした。上限の方は不合格が5項目連続する直
前の項目までとした。その聞の合格，不合格を各被検児
について集計した。その結果各項目ごとに，全被検児延
人数の合格，不合格の数が算出される。合格人数を項目
ごとに延総人数で百分率を求め図 1の様にグラフで表わ
した。図では， 、、合格延人数/延総人数かのうち.80% 
以上と20%以下の項目のみをとりあげている。 80%以上
の得意項目(図右側).20%以下の不得意項目(図左側)
の問題内容を示している。グラフ中央にある数字は，こ
のテストで表示されている MAであり， グラフ実線は得
意，不得意をあらわす%である。グラフ点線は，被検者
の該当項目を受検したときの暦年令平均をプロッ トした
ものである (12ヶ月-29ヶ月)。したがって. MA. CAの
変化にもかかわらず，得意問題，不得意問題の傾向は変
らず，言語性の項目が不得意で，感覚的作業動作的なも
のは得豆、である傾向には変りがない。
I 遊び織箇の分析
遊び場面のビデオテープの分析から，被検児MNのl
年数ヶ月間の記録を，遊具を中心に発達的変化を表示し
た(表-3)。
道具l;j:I、ろいろであるが，遊具にたいする子どもの態
度には共通したものがみとめられている。 1，2圃固ま
では，道具に目をとめるが.それ以上.手をのばしたり
の反応はみとめられないが，次の 3-5回 (18ヶ月)に
は，見たものに手がでてくる。更に次の6-9凪 (20ヶ
月)には.子どもの動作に意図がみられるようになり.
思い通りにできないと気嫌が惑いなどの場面がみられる。
10-13匝 (26ヶ月)では，自分の意図を他人との間で実
行するようになり，人に期待したり，結来に満足したワ
している。対物体関係としての遊びの場が 1年数ヶ月
の問に対物，対人的な相互交渉的な場面へと展開してき
ている。
I 生活記録からみた発達
被検児MNの母親による生活記録から， 日常生活の場
面での出来事を，月令別にとりあげ.意欲的動作(経験
的学習によるというより は，自発的に発生したと恩われ
る符動動作で¥子どもの意欲が強〈感じられる).学習的
行動(家族の行動を観察した結果，学んだと思われる行
動，たとえば，定話のダイヤJレなどのように，家族が教
えたものではないが，子どもがみていておぼえた行動).歩
行運動(ダウン症児がとくに遅れている動作であワ.母
親の記録の中にも歩行の進歩は記載が多い)にわけて表
示した(表-4)。なお，表の中では，発達テ スト規準0・，)
に1!(i，らして，遅れている月数をマイナス記号で詐き入れ
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歩行運動がおそいことは知られているが;きう運動に
属する階段を上るのは.比較的早〈出ており.立って歩
くことに巡れが若し、、。観察学習的な行動は，大体半年
の巡れとなっており. Ht木遊びのように繰返し練習する
動作は，比較的遅れが少くなっている。自発的行動は，
種頬も~!l維でー慨にいえないが，ストローでのむなどの
械に巡れの殆どないものや.半年以上も遅れていると思
われる動作もあるが.自分のものを使われておこるとか.
おもちゃを取りあうなどのように，自己主張にかかわる
行動が着実に展開しているのがわかる。
褒-51立子どもの家庭内での人間関係の現れ方を月令で
みたものである。家紋関係の中では.母子関係が中心で
あるが，記載省が母であるために，母よりもむしろ他の
家族の記述が多い。
この表でもわかるように.母子関係で分離抵抗;の最も
著しいのは. 21ヶ月となっている。これは. 'l.f:!，J的なア
タ yチメントのむからみると.数ヶ月の遅れといえるか
もしれなも‘。姉.父に対するIlt係では，母とはi主ってい
る (父や姉に日じられると母の場合とは違った表情をする
: 23ヶ月)が.H令のすすむにつれて.交渉が心理的相
互関係的となっている。姉の悦倣，父の後i放がふえてき
ることからもみられる。入総は舟とのみで，父との入浴
がむつかしい時JtJIがかな')つづいている。 これは. MN 
のみで主〈他の同年令の寸こどもでもみられることで，
つのステレオタイフな予Hl'ti~と巧唱えられる。
考察
ダウ/症児の発j主テスト項目にみられた括主の&.みと.
その中の・症例の生活記録と行動観祭から.考えられる
発達の級相1を検討することによって、 ダウン症児の心理
的発達の特徴と.発i圭jli.J力への千がかりともよべるもの
を見:Hそうとしたのであるが.その結果からの問題点を
次にあげる。
I 会体的な発達プロフィル
党i主テストm日による党途プロフィルでは， ことば.
f味概念にl則するti日て・不成r)Jが多<.成功項日には感
覚運動的な動作がほとんどである。興味あることは，哨訟
の発現はむしろ成功項目に入っていることである。また.
使用した検貨がMCCベビーテストで¥運動項目、 とくに
歩行に関する問題が欠除しているために.歩行運動の悌
子がこのJ1t目検討からはみられなかった。しかし歩行問
題に限らず.いわゆる交i主テストでは，正常発達の子ど
もの発注を対象としているので，発達に障害ある子ども
の精神発途を検持するのには i歯切な方法といえないの
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表-4 生活記録からみた行動の発途
.tr:慾的動作 学習的行動 歩 行
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表-5 家 B主 l期 係
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~}るすでもー人で遊ぶ
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であって，別の}j法の弥人が必要である。本研究でみて
きた日常生活の記録による行動の分析検討は，独自の
特性を見出すための aつめばみであった。結果のところ
でのべたように，チどもの自党的意欲的な行動の中には
発注のlf_れの少いものがあり.学習的行動では.大体6
ヶ月位のi笠れがあり，歩行ではさらに巡滞が目立ってき
て. 9ヶ月位となる。また i笹ぴの場面でのヒデオの分
析によっても，物を見る→臼と千で認める→立図的取り
被いができ る→対人関係の"，で物を扱うという変化がみ
られ.感覚運動期の発注として，緩没て'はあるが. ，{E)i 
な変化をボしている。 Jn昔機構の大きなi笠れと，歩行運
動の日月かな遅れの!日l題は従来から指摘引のあるところで
あるが，ここで強調したいことは.機械的な処理の動作
にはかなり活発な動きがみられることと.立味的な正事!~~
も， 日常行動の流れの中ではE理解がよくなること.および
人IllI関係の中て'の学刊行動が12かになることなどがダウ
/hl:児の特徴的な発注であると々えられた。
1 発達障害と適応
ダウン症の子どもの発i主に，明かな障害が認められた
わけであるが.それらの降1~:を子どもが. どのように背
負っているか，その|布'r!fによって，行動が二次的にどう
変化しているかをニこでは巧えたい。有機体としての人
11が環境に適応すべ<.似体の能力は常に統合される。
防~をもっ子どもが;盛Lじのために.その郎ê~をどのよ
うに保桃成しているかを匁lることによって，発i土tJ2j1)Jを
イI効にすることができる.
JE吾発達の遅延している fどもが.行動レヘルで活発
になり.一見落着きが患いように見える。しかし.それは子
どもが千i!fihによって. .ìJ:I~J"J.!.島f をf早ょうとしているのて二
ーやRの@~t機市\]であるニとを ~il らねばならな t 、。ダウン
fuZ児の例でも.身怯リロ告としての動作が多し、。それらの
身保り.動作をコミュニケーンヨンの手段として受取り. 
.f'l'."与するよとが必要である。ニの純正的行動を役立てる
よとで~~.苦概念の代れをするととむに， 三szlt?を込{足j1f.
の J止~ともなっていることを J5・えねばならない ことば
の訓練によって . ことばとし、う i且 l~を外から押しつける
ことが.発達ft.Dhとはならないと考える。
J);，行の問題も 1，，]似て.i'iれている歩行の.JIゆkをするの
でなく.Bobath剖らのf:llれする神経生理γ:的!I¥伸長フラン
が神経'1:.理学的発達に悦，'.'iをすえてなされるべきで.そ
のきいにも歩行の代行itJTf1でちる子とものも っている
移動H!l:を叉・け入れることは大切であると忠われる。
コミュニケーション. U'f本移動めように， J，!;~的~;I<
のH!l:に防'gをもっ場合.まづ{立現イ{すでにあるH!l:て
要求が充足されるニとが必波ーで. それを'ZEけ取 ってやる
(17) 
Z京tの1"¥]の理解が求められる。その上に立って.より有
効な本来(I(JH止の継frtのためのf互助がなされるべきで，
決してそれらが逆になってはならな L、
ダウン症児の性格のーっとしていわれる頑liさについ
ても，精神的降主:をカバーする二次的性絡であると考え
ることができる。飯田制も精神薄弱児のグループプレー
の報告の，'，で.子どもの感情表出には，感情調節能力の
際吉・から二次的にくる抑制l過剰jや i盤に感情のなだれ現
象のように止めのきかないことが起り.その現象の1]を
子どものft'i'tとして評価されやすいと指摘している。本
研究の例にも.同じような現象がみられた。一例をあげ
ると，習慣的に母線とのみ入浴していたMNが.かなり
の期間.父級と入浴できないことがあった それを頑国
さrigid さと表面的な評価をするのでなく.そのような
習慣の図定化には，それを結果した心的メカニズムがあ
ると与えねばならない。つまり.頑聞きという性向が先
にあって.Jt貢聞な行動があったのではなく .その子ども
の行動場面での行動の意味内容の把慢の貧困き.意味汎
化の能力の坊さなど行動選択の巾の狭きからきている頑
函きであると考えられる。そのような観点からすると.
名倉町もいうように. 精神的障宮ーのために生じる一種の
適応機制であるということができる。
その械なi虚応機it，Iを，大人がどのよヲに'受けとめ.発
達広助のtめで¥ どのように方向づけていくかが大切なポ
イントになろう
I 発達援助への手がかり
ダウン佐児の発i主ブロ 7イルからみて.比較的良好な
発達のみとめられる感覚運動的動作やH市生活のiAtれの
中でのf'!!.解))，参JIへの立慾を.さらに強化することカt
比較的退作している E話，概念の発注にも市¥W:ーと考えら
れる。そのような，G.味で，チどLにとっての噌ましい以
境を笠えることを発注KllhとJTえ，次に共体的な縦士克安
{キをあげる.
1 . ~ぷit運動的な動作が誘発されやすいニと ( 千j![に.
小さな化活HmやJ1C~:t.がある環境が必~)，
2. rどものn州な移動や.立凶的行動が可能である
こと (五:全に助き処れる，変化のある:1:1¥1か必要)，
3. 'U汚のilIUlとしての毎日の焼則JEしい繰リ返しが
あること (繰リみされることて¥学科される).
4. 愛消している人物とともに， 日常生活・に参加する
こと a愛治する人物からの観祭学~~~が期待される )
定iq:~円ーのllL~;i'下~の 'T(要性 ii'、うまでもないが.学脅
成立の条f'lとしての愛おした人物のあり万の|問題は.発
i主f互助にと っても !~Uil条{牛の aつとして大切である。 と
くに発注防'1;:をもっ Fどもが.慨念形成のi!!lf'f.として、
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具体的な物の処理や生活の流れの中で，自然に身につけ
る行動の枠組が，ことばの発達に重要なステップとなる
ことを考えると，そのような子どもの生活を保証する環
境の確保が発途扱助にとって必須である。
さらに，ダウン症児では，母観へのアタッチj ントの
時期が普通いわれているよりも長いことが観察される。
したがって，上にあげた環境条件の保証が.十分にその
期間についても保証される必要がある。
結 論
発達に隊書のある子どもの，発達の心理的特徴をとら
え.発達援助への問題点を明かにすることを目的とした。
対象とした 5名のダウン症児 (8ヶ月-34ヶ月)の継続
的な行動観察と，その中の1名の生活記録の分析を過し
て次のことを考察した。
年少ダウン症児では，言語，意味概念の形成過程に障
害があり.ニと1Iの発現が必くれる。歩行にも明かな発
現時期のおくれがある。しかし，感覚運動的処理を必要
とする作業には比較的遅滞が少いこと，および.行動模
倣が積極的で，母子関係を中心とした協調的な人間関係
がえられやすいことなど.障害を補正する適応機制が発
揮されている。これらのことから，彼らの発途プロセス
を理解し，その特性に適合した生活環境を確保するよう
努力することが発達妓助に最も必要な点であると考えら
れた。
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Summary 
It was intended to make clear the peculiar process of psychological development in mentally handicapped 
infants. The subjects were 5 infants (8・34months old) with Down's syndrome. They were observed in the play 
room once a month for one year， one of whom was observed for two years and her mother continued to 
record the d iary about the infant. 
The retardation was more distinctively observed in their development of language and walking， but the 
less retardation was noticed in the development of sensory-motor activity and interest in imitating actions 
of their own family. 1t is considered as requisites for their development that their development must not be 
expected to adapt to the normal standard， but their psychological environment must be adapted for their 
deve lopmenta I proces s. 
(18) 
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